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内容の要旨及び審査の結果の要旨
qdooxygenase(COX)２は悪性腫瘍の進展に際して､腫瘍血管新生の促進､アポトーシスの抑制、
転移能の冗進などに関与しているとの報告がある。また近年､腫瘍免疫に関しても動物実験やi7zzji的
の実験において抑制的に作用することが示唆さｵﾙているが、ヒトにおける宿主免疫細胞への影響に関
する報告はない。一方、悪性腫瘍に対する宿主免疫反応において、最近の研究で細胞傷害性Ｔ細胞
（cytotoxicTceLCrL）の中でも、特に腫瘍細胞巣に浸潤したＣＤ8+Ｔ細胞（nestCD8）が、悪'1生腫
瘍に対する宿主免疫反応を特異的に反映することが報告されている。そこで今回、ヒト子宮体癌にお
いてCOX-2発現が宿主免疫反応へ及ぼす影響を､est。〕8を指標に検討し、さらに腫瘍細胞のＣＤＭ
発現量と臨床病理学的背景および予後との関連について検討した。
対象と方法は、子宮体癌症例70例（1995年'-2002年）の原発巣パラフィン切片を用いて免疫組織
化学染色を行い､細胞傷害性Ｔ細胞(CD8+Ｔ細胞)と腫瘍細胞のＣＯＭの相対的発現量を検討した。
腫瘍細胞巣に浸潤したＣＤ8+Ｔ細胞(nestCD8)は､各症例５ケ所づつカウントし平均値を算出した。
腫瘍細胞のＣＯＭ発現に関しては、染色の強度を06、染色の範囲を０４とスコア化し、その合計を
COX-2スコア（0-7点）とした。得られた結果は、以下のとおりである。
１ＣＯＭ高発現群（CO)G2スコア三4）は、ＦＩＧＯ分類進行群、子宮筋層浸潤三1/2群と正の相
関傾向を認めた（それぞれｐ＝0.0562,Ｐ＝00924)。
２．NestCD8と臨床病理学的背景に統計学的有意差は認めなかった。
３．COX-2スコアとnestCD8の問に、負の相関関係を認めた（ｐ＝0.0006)。
４．〔DX-2高発現群とnestCD8低値群は､予後不良因子であった(それぞれp=0.0294,p=0.0029)。
５多変量解析にて、ＦＩＧＯ分類進行（p＝0.0127）とnestCD8低値（p＝00304）は、独立予後不
良因子であった。
以上の結果より、子宮体癌において腫瘍細胞巣に浸潤したＣＤ8+Ｔ細胞（nestCD8）は、独立予後
予測因子であり、腫瘍細胞の発現するCOXと2は、ＣＤ8+Ｔ細胞の腫瘍巣への浸潤を阻害することで宿
主免疫回避に寄与している可能性が示唆された。
以上､本研究は子宮体癌のCox2発現とＣＤ8+Ｔ細胞の腫瘍巣への浸潤の関係をみたものであり、腫
瘍外科の発展に寄与する価値ある論文と評価された。
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